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基　　　　　　本 超　　　　　　　　過
水　　　量 金　　　額 水　　　　　量 金　　額

家庭用 13φ 10m3 まで 2,340 円 1m3 につき 230円
家庭用 20φ 10m3 まで 2,360 円 1m3 につき 230円
団体用 10m3 まで 3,640 円 1m3 につき 250円
営業用 10m3 まで 3,540 円 1m3 につき 250円
工場用 (40 ミリ以下 ) 30m3 まで 8,610 円 1m3 につき 210円

工場用 (40 ミリ超 ) 100m3 まで 29,380 円
1m3 ～ 500m3 １

㎥
に
つ
き

210 円
501m3 ～ 2000m3 200 円

2001m3 ～ 190円
営農用 70m3 まで 6,030 円 1m3 につき 140円
浴場用 100m3 まで 5,890 円 1m3 につき 210円
臨時用 10m3 まで※ 5,070 円 1m3 につき 420円

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
よ
り

５
月
分
か
ら
改
定

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料

水　　量 家庭用　13φ 家庭用　20φ 減免家庭用 工場用 (40 ミリまで )
新料金 旧料金 新料金 旧料金 新料金 旧料金 新料金 旧料金

0～ 5m3
2,520 円 2,450 円 2,540 円 2,470 円

990円 960円

9,290 円 9,040 円

6～ 10m3 1,980 円 1,930 円
11m3 2,770 円 2,690 円 2,790 円 2,710 円 2,230 円 2,170 円
12m3 3,020 円 2,940 円 3,040 円 2,960 円 2,480 円 2,410 円
13m3 3,270 円 3,180 円 3,290 円 3,200 円 2,730 円 2,650 円
14m3 3,520 円 3,420 円 3,540 円 3,440 円 2,980 円 2,890 円
15m3 3,760 円 3,660 円 3,790 円 3,680 円 3,220 円 3,130 円
16m3 4,010 円 3,900 円 4,030 円 3,920 円 3,470 円 3,380 円
17m3 4,260 円 4,140 円 4,280 円 4,160 円 3,720 円 3,620 円
18m3 4,510 円 4,380 円 4,530 円 4,410 円 3,970 円 3,860 円
19m3 4,760 円 4,630 円 4,780 円 4,650 円 4,220 円 4,100 円
20m3 5,010 円 4,870 円 5,030 円 4,890 円 4,470 円 4,340 円
21m3 5,250 円 5,110 円 5,280 円 5,130 円 4,710 円 4,580 円
22m3 5,500 円 5,350 円 5,520 円 5,370 円 4,960 円 4,830 円
23m3 5,750 円 5,590 円 5,770 円 5,610 円 5,210 円 5,070 円
24m3 6,000 円 5,830 円 6,020 円 5,850 円 5,460 円 5,310 円
25m3 6,250 円 6,070 円 6,270 円 6,100 円 5,710 円 5,550 円
26m3 6,500 円 6,320 円 6,520 円 6,340 円 5,960 円 5,790 円
27m3 6,750 円 6,560 円 6,770 円 6,580 円 6,210 円 6,030 円
28m3 6,990 円 6,800 円 7,020 円 6,820 円 6,450 円 6,270 円
29m3 7,240 円 7,040 円 7,260 円 7,060 円 6,700 円 6,520 円
30m3 7,490 円 7,280 円 7,510 円 7,300 円 6,950 円 6,760 円
100m3 24,880 円 24,190 円 24,900 円 24,210 円 24,340 円 23,660 円 25,170 円 24,470 円

水　　量 団　　体　　用 営　　業　　用
新料金 旧料金 新料金 旧料金

0～ 5m3
3,930 円 3,820 円 3,820 円 3,710 円

6～ 10m3

11m3 4,200 円 4,080 円 4,090 円 3,970 円
12m3 4,470 円 4,340 円 4,360 円 4,240 円
13m3 4,740 円 4,600 円 4,630 円 4,500 円
14m3 5,010 円 4,870 円 4,900 円 4,760 円
15m3 5,280 円 5,130 円 5,170 円 5,020 円
16m3 5,550 円 5,390 円 5,440 円 5,290 円
17m3 5,820 円 5,650 円 5,710 円 5,550 円
18m3 6,090 円 5,920 円 5,980 円 5,810 円
19m3 6,360 円 6,180 円 6,250 円 6,070 円
20m3 6,630 円 6,440 円 6,520 円 6,340 円
21m3 6,900 円 6,700 円 6,790 円 6,600 円
22m3 7,170 円 6,970 円 7,060 円 6,860 円
23m3 7,440 円 7,230 円 7,330 円 7,120 円
24m3 7,710 円 7,490 円 7,600 円 7,390 円
25m3 7,980 円 7,750 円 7,870 円 7,650 円
26m3 8,250 円 8,020 円 8,140 円 7,910 円
27m3 8,520 円 8,280 円 8,410 円 8,170 円
28m3 8,790 円 8,540 円 8,680 円 8,440 円
29m3 9,060 円 8,800 円 8,950 円 8,700 円
30m3 9,330 円 9,070 円 9,220 円 8,960 円
100m3 28,230 円 27,440 円 28,120 円 27,340 円

用途別水量別水道料金新旧対照表（消費税込）

区　�分
用�　途

（消費税別）

用途別水量別水道料金新旧対照表（消費税込）

料金表（水道料金）

※３月下旬に自治会回覧にて周知したチラシにおいて、「臨時用」の基本水量の区分に誤りがありましたので、お詫びする
　とともに次のとおり訂正いたします。　（正）10m3まで　（誤）70m3まで
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基　　　　　本 超　　　　過
水　　　量 金　　額 水　　量 金　額

一般用の汚水 10m3 まで 1,670 円 1m3 につき 160円

減免家庭用の汚水
5m3 まで 670円

1m3 につき 160円
6～ 10m3 まで 1,340 円

浴場用の汚水 100m3 まで 4,160 円 1m3 につき 40円

工　　　　事　　　　名 契約金額 契約の相手 担当課

消防救急デジタル無線機械室設置工事 392万 7千円 ㈱大和建設 消防署雄武支署

生産林道整備工事 1,055 万 3千円 ㈱ながの 産業振興課

町営住宅潮見団地屋根葺替改修工事 945万 0千円 ㈲掛川原産商 町有施設整備室

町営住宅潮見団地外壁防水改修工事 1,806 万 0千円 ㈱オダ建設 町有施設整備室

公営住宅新日の出団地建設工事�その２（建築主体） 4,609 万 5千円 オダ・大和経常建設共同企業体 町有施設整備室

公営住宅新日の出団地建設工事�その２（電気設備） 617万 4千円 ㈲浜口電気商会 町有施設整備室

公営住宅新日の出団地建設工事�その２（給排水衛生設備） 784万 4千円 ㈲旭工業 町有施設整備室

量水器更新工事 645万 8千円 ㈲旭工業 建設水道課

町有林造林事業（その１） 420万 0千円 雄武町森林組合 産業振興課

町有林造林事業（その２） 1,302 万 0千円 雄武町森林組合 産業振興課

町有林造林事業（その３） 257万 3千円 雄武町森林組合 産業振興課

町有林除間伐事業（その１） 2,236 万 5千円 雄武町森林組合 産業振興課

雄武中央地区団体営かんがい排水事業用水路整備工事 1,554 万 0千円 北振緑化㈱ 産業振興課

新日の出線道路改修工事 4,777 万 5千円 日東建設㈱ 建設水道課

雄武高校線ロードヒーティング改修工事 1,562 万 4千円 ㈲浜口電気商会 建設水道課

ポンオコツナイ川支障物件移設工事（幸橋水道添架） 682万 5千円 日東建設㈱ 建設水道課

雄武ダム管理用道路法面工事 793万 8千円 ㈱ながの 産業振興課

職員住宅改修工事 591万 2千円 ㈱大和建設 税財管理課

既設町営住宅新日の出団地解体工事（その２） 532万 5千円 ㈱オダ建設 町有施設整備室

ホテル日の出岬屋外照明設置工事 321万 3千円 ㈲浜口電気商会 税財管理課

観光協会事務所改修工事 987万 0千円 ㈱オダ建設 産業振興課

街路灯ＬＥＤ化整備工事 808万 5千円 ㈲浜口電気商会 税財管理課

防犯灯ＬＥＤ化整備工事 574万 4千円 ㈲浜口電気商会 住民生活課

中学校グラウンドバックネット取替工事 955万 5千円 ㈱ながの 教育委員会

農村広場改修工事（電気設備） 643万 7千円 ㈲浜口電気商会 教育委員会

元稲府地区排水整備工事 353万 9千円 ㈲福山建設 産業振興課

入札結果

公表
入
札
書平成 25年度に町が行った建設事業のうち、昨年７月

１日から本年 3月 27日までに発注した主な工事の入
札結果をお知らせします。なお、発注した工事は78件、
金額は 10億 3,994 万 2千円となっています。

水　　量 一般用の汚水 減免家庭用の汚水 浴場用の汚水
新料金 旧料金 新料金 旧料金 新料金 旧料金

０～５m3
1,800 円 1,750 円

720円 700円

4,490 円 4,360 円

６～ 10m3 1,440 円 1,400 円
11m3 1,970 円 1,920 円 1,620 円 1,570 円
12m3 2,140 円 2,080 円 1,790 円 1,740 円
13m3 2,320 円 2,250 円 1,960 円 1,910 円
14m3 2,490 円 2,420 円 2,130 円 2,070 円
15m3 2,660 円 2,590 円 2,310 円 2,240 円
16m3 2,840 円 2,760 円 2,480 円 2,410 円
17m3 3,010 円 2,920 円 2,650 円 2,580 円
18m3 3,180 円 3,090 円 2,820 円 2,750 円
19m3 3,350 円 3,260 円 3,000 円 2,910 円
20m3 3,530 円 3,430 円 3,170 円 3,080 円
21m3 3,700 円 3,600 円 3,340 円 3,250 円
22m3 3,870 円 3,760 円 3,520 円 3,420 円
23m3 4,050 円 3,930 円 3,690 円 3,590 円
24m3 4,220 円 4,100 円 3,860 円 3,750 円
25m3 4,390 円 4,270 円 4,030 円 3,920 円
26m3 4,560 円 4,440 円 4,210 円 4,090 円
27m3 4,740 円 4,600 円 4,380 円 4,260 円
28m3 4,910 円 4,770 円 4,550 円 4,430 円
29m3 5,080 円 4,940 円 4,730 円 4,590 円
30m3 5,250 円 5,110 円 4,900 円 4,760 円
100m3 17,350 円 16,870 円 16,990 円 16,520 円
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（消費税別）

用途別水量別下水道使用料新旧対照表（消費税込）

区��分
用��途

料金表（下水道使用量）
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↑軽快な口調で会場を沸かせる岩本さん

雄武町文化講演会

野球が教えてくれたこと
　元北海道日本ハムファイターズ投手の岩本勉さんに
よる文化講演会が、町民センターで開かれました。
　岩本さんは、人生をテーマにプロを志した少年時代
からの揺ぎ無い野球への思いを、関西弁の軽快な口調
で熱弁。「家族や仲間たちの存在と一貫した志があっ
たからプロになることができた。皆さんも一番好きな
ことを目標に、向かう姿勢が大事」との思いを、会場
に訪れた約 50 人の観客の心に訴えていました。

3/
21

3/
14

北海道学び推進月間標語

未来のエネルギーに最高賞
　道教委で行った「北海道学び推進月間」標語で、共栄
小 3 年石井優輝君の作品「勉強は 未来のぼくの エネル
ギー」が最優秀賞を受賞しました。道では、21 年度か
ら毎年４月と 11 月を推進月間とし、管内小中高生など
から標語を募集。1432 点の応募作品の中で、学習の
大切さを呼びかける内容が高く評価されました。優輝君
は「図工などの創作が好きです。また作品を考えて受賞
を目指したいです」と意気込みを見せてくれました。

↓表彰状を受け取る石井優輝くん

↓タイ王国のパンフレットを手渡すニッタヤー所長（写真左）

タイ国政府観光庁東京事務所長来町

国境を越えた友好関係に期待
2/
27
　近年、タイ王国から北海道への観
光客が増加する中、同国政府観光庁
東京事務所長であるニッタヤー・ウ
ワムピッタヤー氏が観光ＰＲと道内
観光地の視察を目的に来町しまし
た。中川原町長エスコートのもと、
ホテル日の出岬の露天風呂や客室か
らの景色を観望。「ロケーションが
素晴らしい。またタイ語での歓迎に
自国を感じた。今後も相互交流がで
きればうれしい」と話し、国境を越
えた交流に期待を寄せていました。

まちのできごと

↑全力でボールを追いかける子どもたち（写真右：小西君）

児童センターフットサル大会

巧みなドリブルを披露
　児童センターでフットサル大会が開催され、小学生
14 人が 3 チームのリーグ戦により熱戦を繰り広げま
した。
　子どもたちは 1 試合 6 分間、コートの中でボー
ルを必死に追いかけ全力疾走。華麗なテクニックで
シュートが決まると、雄たけびをあげながらガッツ
ポーズ。巧みなドリブルを見せ、相手チームを圧倒し
た小西遼河君率いるチームが優勝しました。

3/
1

3/
13

オホーツク管内教育実践表彰
児童の学力向上が評価

　オホーツク管内教育実践表彰伝達式が町民センター
で行われ、雄武小、雄武中がオホーツク教育局千葉俊
文局長から表彰を受けました。
　両校は昨年度、文部科学省の事業「確かな学力の育
成に係る実践的調査研究推進校」として、脳科学の知
見を踏まえた学習を実践。独自のプリント教材を反復
的、継続的に活用し児童の学力を向上させたとして、
その成果が高く評価されました。

↑トロフィーや賞状を手に笑顔の子どもたち

第 20回北オホーツク柔道選手権大会

少年少女柔道家に栄冠
　浜頓別柔道協会主催による北オホーツク柔道選手権
大会が、2 月 23 日浜頓別町で開催されました。名寄
以北 10 市町村から約 150 人の子どもたちが参加。
町内からは 17 人が出場し、優秀な成績を収めました。

（幼児の部）優勝　佐々木　天大・（1 年生の部）３位　橋
本　北飛・（6 年生の部）優勝　橋本　悠利・（努力賞）新
山　絢介・（団体戦高学年）優勝　永井　梨湖、橋本　悠利、
山田勁吾、新山　絢介、白川　蓮、及川　叶夢（敬称略）

3/
4

3/
９

雄武町民卓球大会

姉妹対決に決着
　雄武町卓球協会主催の町民卓球大会が、スポーツセ
ンターで行われました。
　小学生から大人まで 45 人が参加し、シングルス、
ダブルスなど７種目で熱戦を繰り広げました。女子
シングルスの決勝戦では、松田薫奈さん（24）と愛
優佳さん（18）の姉妹対決が実現。激しい攻防の中、
姉の薫奈さんが対決を制し、「練習不足でしたが、優
勝できてうれしい」と話していました。

↓写真左からオホーツク教育局長、雄武小校長、雄武中校長、町教育長

↓白球に熱い眼差しを向ける松田薫奈さん ( 写真右 )
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情報ひろば情報ひろば情報ひろば情報ひろば
　
町
で
は
、
交
通
費
助
成
券
を
交

付
し
、
町
内
で
ハ
イ
ヤ
ー
を
利
用

し
た
際
の
基
本
料
金
分
を
助
成
し

ま
す
。

◉
居
宅
老
人
交
通
費
助
成

▼
対
象
者　
自
動
車
を
所
有
し
て

い
な
い
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

①
満
75
歳
以
上

②
満
70
歳
以
上
の
単
身
世
帯

③
満
70
歳
以
上
の
夫
婦
世
帯

④�

満
70
歳
以
上
で
自
動
車
運
転
免

許
証
を
自
主
返
納
し
た
人

▼
交
付
枚
数

①
②
24
枚

③
18
枚

④�

世
帯
状
況
に
よ
り
24
枚
ま
た
は

振
込
先
口
座
申
出
書
、
受
給
資
格

に
関
す
る
同
意
書
、
生
計
維
持
に

関
す
る
調
書
。

※�

個
々
の
状
況
に
応
じ
て
、
ほ
か

の
書
類
を
要
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
手
当
額

　
１
級　
４
万
９
９
０
０
円

　
２
級　
３
万
３
２
３
０
円

※�

手
当
は
認
定
を
受
け
る
と
請
求

し
た
翌
月
か
ら
支
給
さ
れ
、
年

3
回
（
４
、８
、
11
月
）、
支
払

い
月
の
前
月
ま
で
の
分
が
、
指

定
口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

社
会
福
祉

の
生
活
状
況
確
認
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

巡
回
児
童
相
談

18
枚
（
①
②
24
枚
、
③
18
枚
）

※�

年
度
途
中
で
対
象
と
な
っ
た
人

は
月
割
り
計
算
と
な
り
ま
す
。

▼
申
請
書
類　
印
鑑
、
生
年
月
日

が
確
認
で
き
る
書
類
（
保
険
証
な

ど
）、
各
種
手
帳
、
④
に
該
当
す
る

人
は
、
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納

し
た
こ
と
を
証
明
で
き
る
書
類
。

◉�

重
度
身
体
障
害
者
ハ
イ
ヤ
ー
料

金
助
成

▼
対
象
者

①�
身
体
障
害
者
手
帳
１・
２
級
の

下
肢
障
害
、
体
幹
機
能
障
害
、

視
覚
障
害
の
い
ず
れ
か
が
あ
る

人
。

②
療
育
手
帳
Ａ
判
定

▼
交
付
枚
数　
43
枚

▼
申
請
書
類　
印
鑑
、
生
年
月
日

が
確
認
で
き
る
書
類
（
保
険
証
な

ど
）、
各
種
手
帳
、
④
に
該
当
す
る

人
は
、
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納

し
た
こ
と
を
証
明
で
き
る
書
類
。

※�

町
税
な
ど
を
滞
納
し
、
納
付
に

つ
い
て
著
し
く
誠
実
性
を
欠
く

場
合
に
つ
い
て
は
、
交
付
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
北
見
児
童
相
談
所
か
ら
専
門
の

相
談
員
と
判
定
員
が
来
町
し
、
18

歳
未
満
の
子
ど
も
を
対
象
と
し

て
、
言
葉
の
遅
れ
や
行
動
が
気
に

な
る
、
ほ
か
の
子
に
く
ら
べ
て
幼

い
感
じ
が
す
る
な
ど
の
悩
み
を
伺

い
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー

ト
を
行
い
ま
す
。

▼
主
な
サ
ポ
ー
ト
内
容

◎
子
ど
も
に
関
す
る
各
種
相
談

�・�

養
護（
虐
待
や
保
護
者
の
失
踪
、

死
亡
な
ど
に
よ
る
養
育
困
難
）

�・�

保
健
（
未
熟
児
、
虚
弱
児
、
内
部

機
能
障
害
、
そ
の
他
疾
患
な
ど
）

�・�

障
害
（
肢
体
、
視
覚
聴
覚
、
言

語
発
達
、
重
症
心
身
、
知
的
、

自
閉
症
な
ど
）

�・�

非
行
（
虚
言
、
浪
費
、
家
出
、

浮
浪
、
乱
暴
な
ど
）

�・�

育
成
（
性
格
行
動
、
不
登
校
、

進
学
、
学
業
、
育
児
、
し
つ
け
）

◎
発
達
検
査

◎
療
育
手
帳
の
申
請
に
係
る
判
定

※�

相
談
内
容
に
よ
り
別
日
程
で
対

応
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
実
施
日　
６
月
２
日
㈪
、
７
月

31
日
㈭

※�
１
日
の
実
施
人
数
は
３
～
５
人

程
度
で
す
。
希
望
者
が
多
い
場

合
は
開
催
日
を
変
更
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

▼
場
所　
役
場
庁
舎
別
館

▼
申
込
期
限　
４
月
30
日
㈬
ま
で

※�

申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け
し

ま
す
が
、
年
間
の
実
施
回
数
が

限
ら
れ
て
お
り
、
前
記
期
限
を

過
ぎ
た
場
合
、
別
日
程
で
対
応

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み　
聞
き
取
り
に
よ
る

家
庭
調
査
票
の
作
成
や
、
就
学
校
へ

児
童
扶
養
手
当
受
給
額
の
変
更

ハ
イ
ヤ
ー
料
金
助
成
券
を
交
付

　
心
身
に
障
害
の
あ
る
20
歳
未
満

の
児
童
を
監
護
し
て
い
る
父
も
し

く
は
母
（
所
得
の
高
い
人
）、
ま

た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養

育
し
て
い
る
人
に
手
当
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
父
母
や
養
育
者
、
児

童
が
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な

い
場
合
や
、
児
童
が
障
害
を
事
由

と
す
る
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
場
合
、
福
祉
施
設
（
入
所
施

設
）
に
入
所
し
て
い
る
場
合
は
、

手
当
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
障
害
等
級
１
級　
身
体
障
害
者

手
帳
１・２
級
程
度
の
身
体
障
害
、

療
育
手
帳
の
判
定
が
Ａ
程
度
の
知

的
障
害
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
１
級
程
度
の
精
神
障
害�

▼
障
害
等
級
２
級　
身
体
障
害
者

手
帳
３
級
程
度
の
身
体
障
害
ま
た

は
日
常
生
活
に
著
し
い
制
限
を
受

け
る
程
度
の
知
的
障
害
、
精
神
障

害
（
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
し

て
い
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※�

い
ず
れ
も
診
断
書
な
ど
を
基
に

北
海
道
で
判
定
を
行
い
ま
す
。

▼
必
要
書
類　
印
鑑
、戸
籍
謄
本
、

住
民
票
の
写
し
、
認
定
請
求
書
、

診
断
書
（
療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
人

は
、
省
略
で
き
る
場
合
あ
り
）、

特
別
児
童
扶
養
手
当

　
児
童
扶
養
手
当
の
額
は
、
政
令

に
よ
り
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す

が
、
現
在
の
手
当
額
か
ら
引
き
下

げ
ら
れ
、
本
年
４
月
以
降
は
次
の

と
お
り
と
な
り
ま
す
。

▼
全
部
支
給
（
月
額
）

　
改
正
前　
４
万
１
１
４
０
円

　
改
正
後　
４
万
１
０
２
０
円

▼
一
部
支
給
（
月
額
）

　
改
正
前　
４
万
１
１
３
０
円
～

　
　
　
　
　
９
７
１
０
円

　
改
正
後　
４
万
１
０
１
０
円
～

　
　
　
　
　
９
６
８
０
円

※�

証
書
の
支
給
額
に
変
更
が
生
じ

ま
す
が
、
現
在
の
証
書
を
そ
の

ま
ま
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

税
金

  問い合わせ　役場 ☎ 84 － 2121　保健福祉課 ☎ 84 － 2023　地域包括支援センター ☎ 84 － 4495　教育委員会 ☎ 84 － 4240  問い合わせ　役場 ☎ 84 － 2121　保健福祉課 ☎ 84 － 2023　地域包括支援センター ☎ 84 － 4495　教育委員会 ☎ 84 － 4240  問い合わせ　役場 ☎ 84 － 2121　保健福祉課 ☎ 84 － 2023　地域包括支援センター ☎ 84 － 4495　教育委員会 ☎ 84 － 4240  問い合わせ　役場 ☎ 84 － 2121　保健福祉課 ☎ 84 － 2023　地域包括支援センター ☎ 84 － 4495　教育委員会 ☎ 84 － 4240

▼
対
象
者　
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人

①
満
70
歳
以
上

②
身
体
障
害
者
手
帳
１・２
級

③
療
育
手
帳
Ａ
判
定

④
精
神
障
害
者
手
帳
１
級

▼
交
付
枚
数　
12
枚

※
年
度
途
中
で
対
象
と
な
っ
た
人

は
月
割
り
計
算
と
な
り
ま
す
。

▼
申
請
書
類　
印
鑑
、
生
年
月
日

が
確
認
で
き
る
書
類
（
保
険
証
な

ど
）、
各
種
手
帳

※
町
税
な
ど
を
滞
納
し
、
納
付
に

　
26
年
度
分
の
土
地
・
家
屋
等
縦

覧
帳
簿
の
縦
覧
が
始
ま
り
ま
す
。

　
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

の
縦
覧
と
は
、
固
定
資
産
税
の
納

税
者
が
本
人
の
所
有
す
る
土
地
や

家
屋
の
価
格
と
、
町
内
の
ほ
か
の

土
地
や
家
屋
の
価
格
と
を
比
較
で

き
る
制
度
で
す
。

▼
期
間　
６
月
２
日
㈪
ま
で

▼
時
間　
９
時
か
ら
17
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

▼
場
所　
税
財
管
理
課
窓
口

▼
縦
覧
の
で
き
る
人　
町
内
に
所

在
す
る
土
地
・
家
屋
に
係
る
固
定

資
産
税
の
納
税
者
本
人
、
代
理
人

（
委
任
状
ま
た
は
同
意
書
が
必
要
）

問
税
財
管
理
課
課
税
係

絵
本
の
企
画
展
示

つ
い
て
著
し
く
誠
実
性
を
欠
く
場

合
に
つ
い
て
は
、
交
付
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

��　information

臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金

振り込め詐欺などに注意
　消費税率の引き上げに際し、「臨時福祉給付金（簡
素な給付措置）」、「子育て世帯臨時特例給付金」が
支給されることが決まっておりますが、町民の皆さ
んからの申請を受け付ける段階ではありません。
　具体的な申請方法などが決まり次第、すみやかに
お知らせいたします。
　このため、「臨時福祉給付金」「子育て世帯臨時特
例給付金」に関して
　市町村や厚生労働省などがＡＴＭ（銀行・コンビ
ニなどの現金自動支払機）の操作をお願いすること
は絶対にありません。
　ＡＴＭを自分で操作して、他人からお金を振り込
んでもらうことは絶対にできません。
　市町村や厚生労働省などが、「臨時福祉給付金」「子
育て世帯臨時特例給付金」を支給するために、手数
料などの振り込みを求めることは絶対にありませ
ん。
　現時点で、市町村や厚生労働省などが町民の皆さ
んの世帯構成や銀行口座の番号などの個人情報を照
会することは絶対にありません。

　自宅や職場などに市町村や厚生労働省の職員など
をかたった電話がきたり、郵便が届いたら迷わず下
記までご連絡ください。

問保健福祉課社会福祉係　☎８４－２０２３
問興部警察署　☎０１５８－８２－２１１０
問警察相談専用電話　☎＃９１１０

高
齢
者
等
入
浴
優
待
券
を
交
付

軽
自
動
車
税
の
減
免

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　

減
免
を
受
け
る
に
は
、
納
期

限
（
４
月
30
日
㈬
）
の
７
日
前
ま

で
に
申
請
が
必
要
で
す
。
減
免
が

受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て

は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
税
財
管
理
課
課
税
係

　
身
体
や
精
神
に
障
が
い
の
あ

る
人
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
軽

自
動
車
な
ど
で
、
一
定
の
要
件

に
該
当
す
る
場
合
は
軽
自
動
車

税
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

催
し

　
４
月
23
日
㈬
の
子
ど
も
読
書
の

日
に
あ
わ
せ
、
雄
武
町
図
書
館
で

は
本
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

　
「
日
本
の
鬼
と
む
か
し
ば
な
し
」

を
テ
ー
マ
に
、
み
ん
な
が
知
っ
て

い
る
人
気
の
お
話
か
ら
、
ち
ょ
っ

と
め
ず
ら
し
い
お
話
ま
で
、
家
族

で
楽
し
め
る
昔
話
を
展
示
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
来
館
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
展
示
図
書
は
貸
し
出

し
可
能
で
す
が
、
一
部
貸
し
出
し

で
き
な
い
本
が
あ
り
ま
す
。

▼
期
間　
４
月
16
日
㈬
～
30
日
㈬

▼
場
所　
雄
武
町
図
書
館
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▼
潮
見
団
地
（
平
成
63
年
建
設
）

１戸
３ＬＤＫ

政　令　月　収
家　　　　　　　　　賃

幌内団地 魚田団地 潮見団地
ア 0円 ～ 104,000円 7,900 円 8,500 円 17,800 円
イ 104,001円 ～ 123,000円 9,100円 9,900円 20,600円
ウ 123,001円 ～ 139,000円 10,400円 11,300円 23,500円
エ 139,001円 ～ 158,000円 11,800円 12,700円 26,500円
オ 158,001円 ～ 186,000円 13,300円 14,500円 30,300円
カ 186,001円 ～ 214,000円 13,300円 14,500円 35,000円

別表（オ、カは就学前の子どもがいる世帯、高齢者・障害者世帯に限る）

情報ひろば情報ひろば情報ひろば情報ひろば
▼
申
し
込
み　
役
場
備
え
付
け
の

申
込
用
紙
に
収
入
が
あ
る
人
の
前

年
分
の
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
確
定

申
告
書
の
写
し
、
住
民
記
載
事
項

証
明
書
、
納
税
証
明
書
（
町
外
者

の
み
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　
４
月
14
日
㈪

▼
選
考
方
法　
申
込
者
多
数
の
時

は
、
住
宅
困
窮
度
の
高
い
人
か
ら

入
居
決
定
し
ま
す
。

※�

町
税
な
ど
に
滞
納
が
あ
る
と
入

　
こ
れ
ま
で
は
、
障
害
基
礎
年
金

ま
た
は
障
害
厚
生
年
金
を
受
け
て

い
る
人
の
障
害
の
程
度
が
増
進
し

た
場
合
、
そ
の
前
の
障
害
状
態
の

確
認
な
ど
か
ら
１
年
の
待
機
期
間

を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
年
金
額
の

改
定
請
求
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
改
正
後
は
省
令
に
定
め
ら
れ

た
障
害
の
程
度
が
増
進
し
た
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
に
は
１
年

を
待
た
ず
に
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◉�

年
金
受
給
者
が
所
在
不
明
と

な
っ
た
場
合
に
届
け
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　
年
金
の
受
給
者
が
所
在
不
明
と

な
っ
て
１
カ
月
以
上
経
過
し
た
場

合
、
世
帯
員
（
住
民
票
上
の
世
帯

が
同
一
の
人
）
は
そ
の
旨
を
年
金

事
務
所
へ
届
け
出
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。（
生
存
の
事
実
確
認

が
で
き
な
い
場
合
は
、
年
金
の
支

払
い
が
一
時
止
ま
り
ま
す
）

問
住
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

住
宅

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

◉�

子
の
あ
る
夫
に
も
遺
族
基
礎
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
夫
が
亡
く
な
っ

た
場
合
に
、
子
の
あ
る
妻
ま
た
は

子
に
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
改
正
後
は
子
の

あ
る
夫
に
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

◉�

未
支
給
年
金
を
受
け
取
れ
る
遺

族
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、未
支
給
年
金（
亡

く
な
っ
た
人
が
受
け
取
れ
る
は
ず

で
あ
っ
た
未
払
い
の
年
金
）
を
受

け
取
れ
る
遺
族
の
範
囲
は
、「
配

偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母

ま
た
は
兄
弟
姉
妹
」
で
し
た
が
、

改
正
後
は
「
そ
の
ほ
か
の
３
親
等

内
の
親
族
」ま
で
拡
大
さ
れ
ま
す
。

※�
本
年
４
月
１
日
以
降
の
死
亡
が

対
象
で
す
。

▼�

新
た
に
未
支
給
年
金
を
受
け
取

れ
る
遺
族

�・�

１
親
等　
子
の
配
偶
者
、
配
偶

者
の
父
母

�・�

２
親
等　
孫
の
配
偶
者
、
兄
弟

姉
妹
の
配
偶
者
、
配
偶
者
の
兄

弟
姉
妹
、
配
偶
者
の
祖
父
母

�・�

３
親
等　
曽
孫
、
曽
祖
父
母
、
曽

孫
の
配
偶
者
、
お
い
・
め
い
、
お

じ・お
ば
、
お
い・め
い
の
配
偶
者
、

▼
魚
田
団
地
（
昭
和
52
年
建
設
）

１戸
3ＤＫ

お
じ
・
お
ば
の
配
偶
者
、
配
偶
者

の
曽
祖
父
母
、
配
偶
者
の
お
い
・

め
い
、
配
偶
者
の
お
じ
・
お
ば

◉�

国
民
年
金
の
任
意
加
入
未
納
期

間
が
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ

れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
国
民
年
金
の
任

意
加
入
被
保
険
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
妻
や
海
外
在
住
者
な
ど
で
本

人
の
申
し
出
に
よ
り
加
入
を
し
て

い
た
人
）
が
保
険
料
を
納
付
し
な

か
っ
た
期
間
に
つ
い
て
は
未
納
期

間
と
さ
れ
、
年
金
を
受
け
取
る
た

め
に
必
要
な
期
間
に
算
入
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
改
正
後
は
こ
の

未
納
期
間
が
受
給
資
格
期
間
に
算

入
さ
れ
ま
す
。

◉�

繰
り
下
げ
請
求
が
遅
れ
た
場
合

で
も
さ
か
の
ぼ
っ
て
年
金
を
受

け
取
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
老
齢
年
金
の
受

給
権
を
取
得
し
た
日
か
ら
５
年
を

経
過
し
た
日
以
後
に
繰
り
下
げ
の

請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
請
求
の

翌
月
か
ら
増
額
さ
れ
た
年
金
が
支

給
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
改
正
後

は
請
求
が
遅
れ
た
と
き
で
も
、
５

年
を
経
過
し
た
日
の
属
す
る
月
の

翌
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
増
額
さ
れ

た
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◉�
障
害
年
金
の
額
改
定
請
求
が
１

年
を
待
た
ず
に
請
求
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

年
金
給
付
に
関
す
る
改
正
事
項

居
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

政
令
月
収
～
給
与
所
得
者
は
１

年
間
の
給
与
所
得
控
除
後
の
金

額
に
、
自
営
業
者
は
１
年
間
の

事
業
所
得
か
ら
必
要
経
費
を
控

除
し
た
金
額
に
、
扶
養
控
除
な

ど
を
行
い
12
で
除
し
た
も
の
。

※��

町
営
住
宅
の
情
報
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
入
居
申
込
用
紙
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　
�http://w

w
w
.tow

n.oum
u.

hokkaido.jp/

問
税
財
管
理
課
管
財
係

▼
幌
内
団
地
（
昭
和
51
年
建
設
）

１戸
３ＬＤＫ

　

年
金
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９
月
17
日

▼
場
所　
役
場
庁
舎
別
館
相
談
室

▼
予
約　
診
療
希
望
日
よ
り
事
前

に
広
域
紋
別
病
院
へ
予
約
が
必
要

で
す
。（
月
～
金　
14
時
～
17
時
）

▼
持
参
す
る
物　
健
康
保
険
証
、

広
域
紋
別
病
院
診
察
券
、
自
立
支

援
医
療
（
精
神
通
院
医
療
）
の
受

給
者
証
と
管
理
票
、
ほ
か
の
公
費

負
担
受
給
者
票

▼
費
用
の
支
払
い　
診
療
費
は
後

日
自
宅
に
送
付
さ
れ
る
納
入
通
知

書
に
よ
り
金
融
機
関
、
広
域
紋
別

病
院
会
計
窓
口
で
支
払
い
ま
す
。

問
広
域
紋
別
病
院

☎
０
１
５
８
‐
２
４
‐
３
１
１
１

　

交
通

　
広
域
紋
別
病
院
で
は
、
西
紋
４

町
村
を
対
象
に
精
神
科
医
師
に
よ

る
巡
回
診
療
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者　
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関

し
て
お
困
り
で
医
療
機
関
へ
の
通

院
が
困
難
な
人

▼
診
療
日
程　
毎
月
第
３
水
曜
日

14
時
か
ら
（
一
部
変
更
あ
り
）

　
４
月
16
日
、
５
月
21
日
、
６
月

18
日
、
７
月
23
日
、
８
月
20
日
、

呼
吸
困
難
を
起
こ
し
た
り
、
死
亡

し
た
り
、
異
常
を
起
こ
し
て
他
人

に
危
害
を
加
え
た
り
、
重
篤
な
後

遺
症
を
も
た
ら
す
な
ど
、
麻
薬
や

覚
せ
い
剤
と
同
じ
か
、
そ
れ
以
上

の
恐
ろ
し
さ
を
持
っ
て
い
ま
す
。

問
紋
別
保
健
所
地
域
医
療
薬
務
担
当

☎
０
１
５
８
‐
２
３
‐
３
１
０
８

　
本
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た

「
薬
事
法
及
び
薬
剤
師
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
指

定
薬
物
の
医
療
な
ど
の
用
途
以
外

の
用
途
に
供
す
る
た
め
に
所
持
す

る
こ
と
や
譲
り
受
け
る
こ
と
、
医

療
な
ど
の
用
途
以
外
の
用
途
に
使

用
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
ま
し

た
。
違
反
し
た
場
合
に
は
、
３
年

以
下
の
懲
役
や
３
０
０
万
円
以
下

の
罰
金
に
処
さ
れ
、
ま
た
は
こ
れ

を
併
科
さ
れ
ま
す
。

　
違
法
ド
ラ
ッ
グ
を
使
用
す
る
と

紋
別
空
港
利
用
助
成
制
度
を
継
続

た
人
、
町
外
か
ら
雄
武
町
に
通

勤
し
て
い
る
人

　
片
道
５
千
円
、
往
復
１
万
円

▼
申
請
方
法　
紋
別
―
羽
田
間
の

航
空
機
搭
乗
後
60
日
以
内
に
役
場

窓
口
へ
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
必
要
な
書
類

�・�

申
請
用
紙
（
役
場
窓
口
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き

ま
す
）

�・�

搭
乗
券
（
白
色
レ
シ
ー
ト
）
ま

た
は
搭
乗
証
明
書

�・�

申
請
者
と
搭
乗
者
そ
れ
ぞ
れ
の

運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
の

写
し
な
ど
住
所
記
載
の
公
的
身

分
証
明
書

�・
印
鑑
、
振
込
先
が
分
か
る
も
の

�・�

申
請
者
と
搭
乗
者
が
異
な
る
場

合（
親
子・親
族
関
係
に
限
る
）、

続
き
柄
関
係
が
わ
か
る
戸
籍
証

明
や
住
民
票

問
財
務
企
画
課
企
画
調
整
係

指
定
薬
物
の
所
持
な
ど
の
禁
止

　

保
健

��　information

雄武漁協から 25年度２回目

町へ１千万円の寄付
　3 月 12 日㈬、雄武漁業協同組合（代表理事組合
長　片川隆市）から町に対し、1000 万円の寄付が
ありました。
　雄武漁協は昨年 10 月、漁協合併 50 周年記念式
典で町に 1000 万円を寄付しており、今回で 2 回目。
これは、昨年度過去最高の取扱高を記録したことに
より、追加で寄付することとなったもの。
　町では今後、「組合員の皆さんの汗の結晶」であ
る寄付金について、有効な活用方法を検討していき
ます。

広
域
紋
別
病
院
精
神
科
巡
回
診
療

　
オ
ホ
ー
ツ
ク
紋
別
空
港
の
利
用

促
進
、
観
光
振
興
な
ど
を
目
的
と

し
て
創
設
し
た
「
雄
武
町
オ
ホ
ー

ツ
ク
紋
別
空
港
利
用
促
進
助
成
制

度
」
に
つ
い
て
、
対
象
期
間
を
１

年
延
長
し
本
年
４
月
１
日
以
降
の

搭
乗
分
も
適
用
し
ま
す
。

▼
助
成
額

�・�

町
民
、
町
外
か
ら
雄
武
町
に
通

学
し
て
い
る
人

　
片
道
１
万
円
、
往
復
２
万
円

�・�

道
外
在
住
者
で
町
内
の
宿
泊
施

設
や
親
せ
き
知
人
宅
に
宿
泊
し

↑中川原町長に目録を手渡す片川組合長（写真左）
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▼
受
験
資
格

�・�

Ａ
区
分　
学
校
教
育
法
に
よ
る
大

学
な
ど
を
卒
業
し
た
人
（
27
年
３

月
卒
業
見
込
み
の
人
を
含
む
）

�・�

Ｂ
区
分　

Ａ
区
分
以
外
の
人

（
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
校
在

学
中
の
人
を
除
く
）

�・�

年
齢　
昭
和
57
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人

▼
受
付

�・
郵
送　
４
月
16
日
㈬
ま
で

　

�

４
月
14
日
以
降
の
郵
送
は
簡
易

書
留・速
達
で
お
願
い
し
ま
す
。

（
４
月
16
日
当
日
消
印
有
効
）

�・�

電
子
申
請
～
４
月
11
日
㈮　
17

時
30
分
ま
で
（
道
警
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
の
申
し
込
み
）

▼
第
１
次
試
験
日　
５
月
11
日
㈰

▼
第
１
次
試
験
地　
北
見・網
走・

札
幌
な
ど
道
内
14
会
場
と
東
京

問
道
警
本
部
採
用
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
‐
８
６
０
‐
３
１
４

�・
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

�・�

放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
予

防
対
策
の
推
進

�・�

特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け
る

防
火
安
全
対
策
の
徹
底

�・�

製
品
火
災
の
発
生
防
止
に
向
け

た
取
組
の
推
進

�・�

多
数
の
観
客
等
が
参
加
す
る
行

事
に
対
す
る
火
災
予
防
指
導
な

ど
の
徹
底

�・
林
野
火
災
予
防
対
策
の
推
進

▼
実
施
期
間
中
の
行
事

　
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
を
対
象
と

し
た
防
火
映
画
の
放
映
、
一
般
家

庭
の
査
察
、
特
定
防
火
対
象
物
の

査
察
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

問
消
防
署
雄
武
支
署

春
の
火
災
予
防
運
動

▼
受
験
資
格

�・�

昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

５
年
４
月
1
日
生
ま
れ

�・�
平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
大
学
を
卒
業
し

た
人
お
よ
び
27
年
３
月
ま
で
に

大
学
を
卒
業
見
込
み
の
人
。

▼
申
し
込
み（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

　
４
月
14
日
㈪
ま
で（
受
信
有
効
）

▼
第
１
次
試
験　
６
月
8
日
㈰

▼
合
格
発
表　
７
月
１
日
㈫

問
紋
別
税
務
署

☎
０
１
５
８
‐
２
３
‐
２
１
９
１

国
税
専
門
官
採
用
試
験

警
察
官
採
用
試
験

▼
試
験
日　
６
月
１
日
㈰

▼
試
験
の
種
類
（
甲
・
乙
種
）

　

札
幌
・
函
館
・
旭
川
・
北
見
・

苫
小
牧
・
帯
広
・
釧
路
で
実
施
。

▼
受
験
願
書
の
受
付
期
間

�・
書
面
申
請

　
４
月
17
日
㈭
～
24
日
㈭

�・
電
子
申
請

　
４
月
14
日
㈪
～
21
日
㈪

問
雄
武
消
防
支
署

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
気
候
と
な
る
時
季
を
迎
え

る
に
当
た
り
、
火
災
予
防
思
想
の

一
層
の
普
及
を
図
り
、
も
っ
て
火

災
の
発
生
を
防
止
し
、
死
傷
事
故

や
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目

的
と
し
、
特
に
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
を
徹
底
す
る
な
ど
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
組
織
的
な

取
り
組
み
に
よ
り
、
高
齢
者
等
を

中
心
と
す
る
死
者
の
発
生
を
減
少

さ
せ
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す
。

▼
統
一
標
語　
消
す
ま
で
は　
心

の
警
報　
Ｏ
Ｎ
の
ま
ま

▼
期
間　
４
月
20
日
㈰
～
30
日
㈬

▼
重
点
目
標

　

試
験

消
防
設
備
士
試
験

▼
試
験
日　
６
月
1
日
㈰

▼
試
験
の
種
類
（
甲
・
乙
・
丙
種
）

　
甲
種
は
、
札
幌
・
函
館
・
旭
川
・

北
見
・
苫
小
牧
、
帯
広
・
釧
路
で

実
施
、
乙
・
丙
種
は
紋
別
市
を
含

む
全
道
主
要
都
市
で
実
施
。

▼
受
験
願
書
受
付
期
間

�・
書
面
申
請

　

�

４
月
17
日
㈭
～
24
日
㈭

�・
電
子
申
請

　

�

４
月
14
日
㈪
～
21
日
㈪

問
消
防
署
雄
武
支
署

危
険
物
取
扱
者
試
験

　

消
防

　
東
芝
ホ
ー
ム
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

㈱
製
縦
型
洗
濯
乾
燥
機
の
一
部
製

品
に
お
け
る
リ
コ
ー
ル
に
関
す
る

報
告
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
対
象
製
品
で
は
火
災

に
至
る
事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す

の
で
、
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
機
種

①�

東
芝
洗
濯
乾
燥
機
（
17
年
７
月

～
23
年
11
月
製
造
の
29
機
種
）

②�

無
印
良
品
洗
濯
乾
燥
機
（
22
年
1

月
～
4
月
製
造M

-AW
80A

）

問
東
芝
洗
濯
乾
燥
機
受
付
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
‐
０
５
６
‐
０
３
５

問
無
印
良
品
洗
濯
乾
燥
機
受
付
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
‐
３
６
５
‐
０
３
５

消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
を
整
備

　
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
設
備

整
備
事
業
に
お
け
る
簡
易
指
令
台

が
３
月
10
日
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

新
し
く
な
っ
た
指
令
台
で
は
、

自
動
録
音
や
館
内
放
送
に
よ
る
出

動
、
出
動
中
の
無
線
交
信
な
ど
の

設
備
が
備
え
ら
れ
、
多
種
多
様
な

災
害
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新
し
く

１
１
９
Ｆ
Ａ
Ｘ
も
導
入
し
ま
し
た
。

問
消
防
署
雄
武
支
署

縦
型
洗
濯
乾
燥
機
の
リ
コ
ー
ル

（北海道警察ホームページから）
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以
外
の
代
理
人
が
届
け
出
す
る
場

合
は
、
本
人
か
ら
の
委
任
状
と
代

理
人
の
本
人
確
認
書
類
が
必
要
。

▼
届
出
期
間　
雄
武
町
に
転
入
し

た
日
か
ら
14
日
以
内
。

◉
転
出
届（
雄
武
町
か
ら
町
外
へ
）

▼
必
要
な
物　
届
出
人
の
運
転
免

許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
の
本
人

確
認
書
類
。
ま
た
、
転
出
証
明
書

を
発
行
す
る
た
め
、
転
出
先
の
住

所
が
分
か
る
も
の
。

▼
届
出
人　
本
人
ま
た
は
届
け
出

時
点
で
の
同
一
世
帯
員
。
そ
れ
以

外
の
代
理
人
が
届
け
出
す
る
場
合

◉
転
入
届（
町
外
か
ら
雄
武
町
へ
）

▼
必
要
な
物　
前
住
地
の
市
町
村

か
ら
交
付
を
受
け
た
転
出
証
明

書
、
届
出
人
の
運
転
免
許
証
・
健

康
保
険
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類

▼
届
出
人　
本
人
ま
た
は
転
入
後

の
住
所
で
同
一
と
な
る
世
帯
が
あ

る
場
合
は
、
そ
の
世
帯
員
。
そ
れ

類
を
持
参
の
上
、
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

問
住
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

は
、
本
人
か
ら
の
委
任
状
と
代
理

人
の
本
人
確
認
書
類
が
必
要
。

▼
届
出
期
間　
転
出
す
る
日
ま
で

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
届

け
出
を
せ
ず
に
引
っ
越
し
た
場
合

は
、
転
出
後
14
日
以
内
に
届
け
出

し
て
く
だ
さ
い
。
遠
方
に
転
出
し

た
場
合
な
ど
、
郵
送
に
よ
る
届
け

出
も
可
能
で
す
の
で
、
そ
の
際
は

事
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◉
転
居
届（
町
内
に
お
け
る
異
動
）

　

町
内
で
住
所
が
変
わ
る
場
合

は
、転
居
届
が
必
要
で
す
。
転
入・

転
出
届
と
同
様
に
、
本
人
確
認
書

定
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
「
強
調
期
間
」
中

は
林
野
火
災
予
防
巡
視
員
を
配
置

し
、
特
に
山
火
事
予
防
に
努
め
て

い
ま
す
。

　
地
域
住
民
の
財
産
で
あ
る
森
林

資
源
等
を
守
る
た
め
、
喫
煙
者
に

つ
い
て
は
携
帯
灰
皿
を
携
行
す
る

な
ど
、
入
林
者
は
火
気
の
取
り
扱

い
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
雄
武
町
で
は
過
去
27
年

間
山
火
事
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
産
業
振
興
課
林
務
係

転
入
・
転
出
・
転
居
届
出
は
14
日
以
内
に

　

そ
の
他

林
野
火
災
危
険
期
間
・
強
調
期
間

��　information

ヒグマに注意 !!
　春の訪れとともに、山菜採りや釣りなどにより山林に入
る機会が多くなることと思われますが、春はヒグマが冬眠
を終えて活動を始める時期でもあり、ヒグマとの遭遇事故
を防ぐために、次の事項に注意してください。

◎�入林する際のヒグマ出没情報については、警察や役場産
業振興課林務係に問い合わせ確認してください。

◎�ヒグマの出没が予想される山林での単独行動は、人とヒ
グマの双方で気付くのが遅れ、危険な状況になる場合が
あります。集団での行動に心掛けるほか、鈴の携行、見
通しの悪い場所などでは笛を吹くなど、事前（早め）に
人の存在をヒグマに知らせる工夫をしましょう。特に濃
霧や降雨時には注意が必要です。

◎�１日のうちでも、早朝や夕方にヒグマの活動が活発にな
ります。その時間帯の行動には細心の注意が必要です。

◎�残飯や空き缶などのゴミを捨てたり、埋めたりしてはい
けません。ヒグマは人間の食べ物の味を覚えると、これ
らの物を得るために危険な行動を取るようになります。

◎�ヒグマは死亡した動物などを食べるため、食料があれば
冬眠しないこともあります。動物の死体を見つけたら、
近寄らずにその場から速やかに離れましょう。

◎�ヒグマに出会った時は、走って逃げたり大声を出したり
すると、ヒグマを興奮させることとなり大変危険です。
こちらに気付いていないようであれば、静かに立ち去り
ましょう。また、距離が近い場合は、視線をそらさずゆっ
くりと後退してください。

◎�子グマに遭遇した場合は、母グマが近くにいるケースが
多々あります。子育て時期の母グマは神経質になってい
るため、特に注意が必要です。驚かさないよう、速やか
ににその場を離れましょう。

◎�ヒグマが向かってきたら、服や持ち物を置いて、ヒグマ
の気を引くのも効果的です。

◎�万が一に備え、クマよけスプ
　レーなどを携行しましょう。

◎�ヒグマのふんや足跡などを目撃
　した人は、早めに情報をお寄
　せください。

問産業振興課林務係

　
４
月
中
旬
ご
ろ
か
ら
乾
燥
期
に

入
る
た
め
、
毎
年
、
林
野
火
災
危

険
期
間
お
よ
び
強
調
期
間
を
北
海

道
地
域
防
災
計
画
の
中
で
定
め
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
を
受
け
雄
武
町
で
は
、「
危

険
期
間
（
４
月
20
日
～
６
月
30

日
）」、「
強
調
期
間
（
５
月
１
日

～
６
月
15
日
）」
を
設
定
す
る
予
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雄
武
町
職
員
人
事
異
動

４
月
１
日
付
・
氏
名
後
ろ
の
（　

）
内
は
前
職

▼�

総
務
課
長
事
務
取
扱
を
解
く　

副
町
長　
原　
正
美

　
総
務
課

▼�

総
務
課
長　
佐
竹　
邦
夫
（
建

設
水
道
課
長
兼
水
道
業
務
係
長

兼
町
有
施
設
整
備
室
長
兼
浄
化

セ
ン
タ
ー
所
長
）

▼�

職
員
厚
生
係
兼
庶
務
係　
蛯
子

恭
祐
（
保
育
所
児
童
保
育
係
）

　
財
務
企
画
課

▼�

企
画
調
整
係
主
査　
磯
田　
昭

次
（
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

長
）

▼�

財
政
係　
田
中　
宏
典
（
産
業

振
興
課
商
工
観
光
係
）

▼
企
画
調
整
係　
早
坂　
卓
（
新

規
採
用
）

　
税
財
管
理
課

▼�

税
財
管
理
課
長　
山
崎　
佳
之

（
保
健
福
祉
課
長
兼
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▼�

課
税
係　

和
田　
竜
王
（
国
保

病
院
庶
務
係
兼
医
事
係
兼
介
護
老

人
保
健
施
設
庶
務
係
兼
業
務
係
）

▼�

課
税
係　
大
辻　
敦
美
（
新
規

採
用
）

　
住
民
生
活
課

▼�

住
民
生
活
課
長　
淡
路　
至
尊

（
税
財
管
理
課
長
）

▼�
戸
籍
住
民
係
長　
松
田　
智
子

（
総
務
課
職
員
厚
生
係
主
査
兼

庶
務
係
主
査
）

▼�

環
境
衛
生
係
主
査
兼
住
民
活
動

係
主
査　
柳
谷　
周
一
（
環
境

衛
生
係
）

▼�

戸
籍
住
民
係　

鎌
田　

夕
菜

（
財
務
企
画
課
財
政
係
兼
企
画

調
整
係
）

　
保
健
福
祉
課

▼�

保
健
福
祉
課
長
兼
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
所
長　
豊
田　
通

敏
（
保
育
所
長
兼
児
童
セ
ン

タ
ー
館
長
）

▼�

保
健
福
祉
課
長
補
佐
兼
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
副
所
長　
新

谷　
朋
人
（
保
健
福
祉
課
付
係

長
（
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
））

▼�

保
健
福
祉
課
付
係
長
（
社
会
福

祉
協
議
会
派
遣
）　

渡
部　

憲

一
（
会
計
管
理
者
補
助
組
織
会

計
係
長
兼
物
品
出
納
係
長
）

▼�

保
険
給
付
係
長　
川
口　
敦
史

（
産
業
振
興
課
農
務
係
主
査
兼

林
務
係
主
査
）

▼�

社
会
福
祉
係　
西
方　
苗
（
新

規
採
用
）

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

▼�

介
護
予
防
係
兼
在
宅
支
援
係　

小
野　
美
和
（
在
宅
支
援
係
兼

介
護
予
防
係
）

▼�

介
護
予
防
係　

億
貞　

綾
美

（
新
規
採
用
）

　
保
育
所

▼�

保
育
所
長
兼
児
童
セ
ン
タ
ー
館

長
兼
児
童
セ
ン
タ
ー
係
長　
中

村　
文
隆
（
産
業
振
興
課
水
産

係
長
）

▼�
児
童
保
育
係　

藤
澤　

健
人

（
住
民
生
活
課
住
民
活
動
係
）

▼�

保
育
士　
田
中　
千
晴
（
新
規

採
用
）

　
児
童
セ
ン
タ
ー

▼�

児
童
セ
ン
タ
ー
係　
柳
生　
幸

子（
教
育
振
興
課
学
校
給
食
係
）

　
産
業
振
興
課

▼�

産
業
振
興
課
長　
横
田　
和
幸

（
教
育
振
興
課
長
（
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
所
長
・
図
書
館
長
・

町
民
セ
ン
タ
ー
館
長
・
フ
ァ
ミ

リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
館

長・武
道
セ
ン
タ
ー
館
長
兼
務
））

▼�

産
業
振
興
課
長
補
佐　
辻
栄　

浩
二
（
産
業
振
興
課
長
補
佐
兼

農
務
係
長
）

▼�

水
産
係
長　
安
井　
雅
憲
（
保

健
福
祉
課
保
険
給
付
係
長
）

▼�

農
務
係
長　
宇
野　
敏
志
（
農

務
係
主
査
）

▼�

産
業
振
興
課
付
係
長
（
雄
武
町
観

光
協
会
派
遣
）　
髙
田　
勉
（
財

務
企
画
課
企
画
調
整
係
主
査
）

▼�

農
務
係
兼
林
務
係　
相
澤　
正

紀
（
建
設
水
道
課
土
木
管
理
係

兼
都
市
計
画
係
兼
水
道
係
）

▼�

商
工
観
光
係　
今　
良
太
（
教

育
振
興
課
生
涯
教
育
係
）

　
建
設
水
道
課
・
町
有
施
設
整
備
室

▼�

建
設
水
道
課
長
兼
水
道
業
務
係

長
兼
町
有
施
設
整
備
室
長
兼
浄

化
セ
ン
タ
ー
所
長
）　

渡
邊　

孝
司
（
住
民
生
活
課
長
）

▼�

土
木
管
理
係
主
査
兼
都
市
計
画

係
主
査　

内
藤　

肇
昭
（
児

童
セ
ン
タ
ー
児
童
セ
ン
タ
ー
係

長
）

▼�

下
水
道
係
主
査
兼
水
道
係
主
査

下
斗
米　
勇
（
下
水
道
係
兼
土

木
管
理
係
）

　
会
計
管
理
者

▼�
会
計
管
理
者　

大
水　

麻
理

（
住
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係
長
）

▼�

会
計
管
理
者
補
助
組
織
会
計
係

   無料法律相談会（事前予約制）☎ 0158-26-2277　　４月 22 日㈫、５月 27 日㈫　13 時～ 16 時　会場　地域交流センター 2 階会議室４月 22 日㈫、５月 27 日㈫　13 時～ 16 時　会場　地域交流センター 2 階会議室

雄武町図書館　☎84－2404雄武町図書館　☎84－2404
10時～19時（火～金曜日）10時～19時（火～金曜日）
10時～18時（土・日曜日）10時～18時（土・日曜日）
休館日　月曜日・祝日休館日　月曜日・祝日
（火、日は12時～13時まで施錠）（火、日は12時～13時まで施錠）

図書館
情報公共図書館はいま、無料貸本屋か

ら地域を支える情報拠点となる…
変わりつつある公共図書館の最前
線が紹介さ
れ、「雄武
町図書館を
考える会」
も紹介され
ています！

家族のために年をごまかし、図書
館バスのドライバーとして働きは
じめた14歳のローズの夢は…？
本への愛
がこめら
れた、四
世代の少
年少女の
物語。時
代ごとに
話題の本
が登場し
ます。

今月の新着図書 newly-imported books

ディズニー刺しゅう図案集・森暮らしの家・江戸
の日用品・ゼロからの陶芸入門・百鬼狩り（佐伯
泰英）・九死一生（小手鞠るい）・星籠の海㊤㊦（島
田荘司）・浮かぶ瀬もあれ（白川道）・遺産（笹本
稜平）・危険な遊び（西村京太郎）・ゆめつげ（畠
中恵）・隠された刻（板東眞砂子）・ログ ･ホライ
ズン⑥（橙乃ままれ）・町民C、勇者様に拉致さ
れる②～④（つくえ）・幸（香納諒一）・山あり愛
あり（佐川光晴）・つばさのおくりもの（小川糸）

世界の海賊大図鑑①②（森村宗冬）・絶滅動物調
査ファイル（里中遊歩）・犬になった王子（君島
久子）・おばけのドレス（はせがわさとみ）・いち
にちどうぶつ（ふくべあきひろ）・まだだよ　ま
だだよ（村上しいこ）・あしってエラい！（中川
ひろたか）・アンパンマンとリンゴぼうや（やな
せたかし）・ぼくのふとん（鈴木のりたけ）・妖精・
お面屋たまよし　不穏ノ祭（石川宏千花）・UFO
のつくりかた（中垣ゆたか）

新着図書（一般書）新着図書（一般書） 新着図書（児童書）新着図書（児童書）

つながる図書館　
コミュニティの核をめざす試み

猪谷　千香

ローズの小さな図書館ローズの小さな図書館
キンバリー・ウィリス・ホルト /作キンバリー・ウィリス・ホルト /作

谷口　由美子 /訳谷口　由美子 /訳

　
暖
か
さ
が
増
し
て
き
て
雪
が

解
け
始
め
ま
し
た
。
い
よ
い
よ

も
う
す
ぐ
春
で
す
ね
。

　
さ
て
、
前
々
回
に
遺
言
書
に

つ
い
て
お
話
を
し
ま
し
た
。
民

法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
遺
言
書

の
作
成
方
法
は
い
く
つ
か
あ
り

ま
す
が
、
手
軽
に
作
成
で
き
る

の
は
、
自
分
で
作
成
す
る
「
自

筆
証
書
遺
言
」
と
、
公
証
人
に

作
成
し
て
も
ら
う
「
公
正
証
書

遺
言
」
で
す
。
今
回
は
、
そ
の

続
き
で
、
自
筆
証
書
遺
言
の
作

成
方
法
や
注
意
点
に
つ
い
て
お

話
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
自
筆
証
書
遺
言
と
は
、

自
分
で
遺
言
の
内
容
の
全
文
、

日
付
、
氏
名
を
書
き
押
印
す
れ

ば
完
成
で
す
。
簡
単
に
作
成
で

き
ま
す
。
そ
の
代
わ
り
、
紛
失

や
偽
造
・
変
造
の
危
険
性
が
あ

り
、
ま
た
、
文
書
の
意
味
が
不

明
な
ど
の
理
由
で
遺
言
自
体
の

効
力
が
問
題
と
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
日
付
、
氏
名
、

押
印
の
い
ず
れ
か
が
な
い
場
合

は
無
効
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

注
意
点
で
す
が
、「
自
書
」

が
要
件
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

パ
ソ
コ
ン
や
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー

で
作
成
し
た
遺
言
は
無
効
で 原田　宏一弁護士

す
。
す
べ
て
自
分
の
手
で
書
か

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
字
が
書

け
な
い
場
合
は
、
公
正
証
書
遺

言
や
秘
密
証
書
遺
言
を
作
成
す

る
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。さ
ら
に
、

押
印
は
認
め
印
で
も
構
い
ま
せ

ん
。
署
名
の
横
や
下
に
押
印
す

る
の
が
原
則
で
し
ょ
う
。

　
で
は
、
遺
言
書
自
体
に
押
印

が
な
く
封
筒
に
押
印
が
あ
る
場

合
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

場
合
、
封
筒
と
遺
言
書
の
一
体

性
が
認
め
ら
れ
れ
ば
有
効
と
さ

れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
事

案
に
よ
っ
て
判
断
は
異
な
り
ま

す
。
や
は
り
、
遺
言
書
の
署
名

の
横
や
下
に
押
印
す
る
の
が
確

実
で
す
。

　
ま
た
、
作
成
し
た
遺
言
書
が

複
数
枚
に
わ
た
る
場
合
は
ど
う

し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
。
民

法
上
の
要
件
で
は
な
い
で
す

が
、
争
い
の
種
を
残
さ
な
い
た

め
に
も
、
き
ち
ん
と
と
じ
て
、

契
印
を
し
て
お
く
こ
と
を
お
薦

め
し
ま
す
。

　
作
成
し
た
遺
言
書
の
内
容
を

後
日
変
更
し
た
く
な
っ
た
場
合

は
、
い
つ
で
も
撤
回
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
後
の
日
付
の

遺
言
書
が
優
先
し
ま
す
の
で
、

撤
回
す
る
旨
の
遺
言
書
を
作
成

す
る
か
、
異
な
る
内
容
の
遺
言

書
を
新
た
に
作
成
し
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
自
筆
証
書
遺

言
は
簡
単
に
作
成
で
き
ま
す
が
、

全
文
・
日
付
・
署
名
の
自
筆
と

押
印
は
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

＜第24回＞ななるるほほどど !!くらしの法律相談

主
査
兼
物
品
出
納
係
主
査　
磯

田　
麻
美
（
住
民
生
活
課
戸
籍

住
民
係
主
査
）

　
教
育
委
員
会
教
育
振
興
課

▼�

教
育
振
興
課
長
（
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
所
長
・
図
書
館
長
・
町

民
セ
ン
タ
ー
館
長
・
フ
ァ
ミ

リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
館

長
・
武
道
セ
ン
タ
ー
館
長
兼
務
）

石
井　
弘
道（
産
業
振
興
課
長
）

▼�

生
涯
教
育
係　

中
村　

匠
吾

（
新
規
採
用
）

　
議
会
事
務
局

▼�

議
会
事
務
局
長　
藤
川　
勝
利

（
事
務
局
次
長
）

　
国
保
病
院
・
介
護
老
健
施
設

▼�

庶
務
係
兼
医
事
係
兼
介
護
老
人

保
健
施
設
庶
務
係
兼
業
務
係　

上
野　
は
る
か
（
保
健
福
祉
課

社
会
福
祉
係
）

　
消
防
署
雄
武
支
署

▼�

警
防
係　
伴　
健
大
（
新
規
採

用
）

　
退
職
者
（
３
月
31
日
付
）

▼
佐
藤　
直
人（
議
会
事
務
局
長
）

▼
葛
西　
隆
（
会
計
管
理
者
）

▼
安
井　
千
代（
保
育
所
保
育
士
）

▼�

山
口　
浩
輝
（
税
財
管
理
課
課

税
係
主
査
）

▼�

森
谷　
直
史
（
税
財
管
理
課
課

税
係
）
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あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、
故
郷
に
は

海
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
に
は
、

時
間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
滞
在
し

た
い
と
思
わ
せ
る
魅
力
が
潜
ん
で

い
ま
す
。そ
こ
を
強
調
す
る
た
め
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な

ど
）
な
ど
で
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
な

が
ら
、
確
か
な
観
光
拠
点
を
築
い

て
い
き
た
い
」。
美
瑛
町
の
出
身

で
、
ホ
テ
ル
業
に
約
10
年
間
従
事

し
た
経
験
を
持
つ
。

　

今
求
め
ら
れ
て
い
る
観
光
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
滞
在
体
験
型
観

「
新
」
観
光
協
会
の
幕
開
け

「
新
」
観
光
協
会
の
幕
開
け

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
雄
武
町
観
光
協
会

　  

事
務
局
長
　
佐さ

と
う藤 

慶や
す
ゆ
き幸 

さ
ん
（
31
歳
・
日
の
出
仲
町
）

クローズ
　　アップ

まちのひと

　
４
月
１
日
、
雄
武
町
観
光
協
会

が
特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
）
と
し
て
道
の
駅
お
う
む

を
拠
点
に
運
営
を
開
始
し
た
。　

　
法
人
化
後
、
初
の
事
務
局
長
に

は
、
町
外
者
の
視
点
で
本
町
の
魅

力
を
発
掘
す
べ
く
、
外
部
の
人
材

を
登
用
。
豊
富
な
資
源
へ
の
新
し

い
価
値
の
付
与
や
、
さ
ら
な
る
観

光
客
の
誘
引
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の

事
業
展
開
に
新
風
を
吹
き
込
む
。

　
「
面
接
の
時
、
初
め
て
雄
武
町

を
訪
れ
ま
し
た
が
、
街
並
み
の
き

れ
い
さ
は
故
郷
に
通
じ
る
も
の
が

光
」。
中
で
も
地
域
の
生
活
に
密

着
し
た
交
流
体
験
な
ど
に
、
観
光

客
が
ニ
ー
ズ
を
抱
い
て
い
る
。
今

後
は
、
そ
れ
を
踏
ま
え
、
地
域
の

特
色
を
最
大
限
に
生
か
し
た
魅
力

あ
る
観
光
地
づ
く
り
の
推
進
が
重

要
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
一
人
で
も
多
く
の
お
客
さ
ま

に
滞
在
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

雄
武
町
で
し
か
体
験
で
き
な
い
仕

掛
け
を
考
え
、
地
元
人
の
日
常
的

な
遊
び
や
食
文
化
な
ど
を
、
観
光

客
の
視
点
で
新
鮮
な
魅
力
だ
と
感

じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
観
光
を
目

指
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に

は
、
観
光
協
会
だ
け
で
な
く
町
全

体
で
観
光
を
盛
り
上
げ
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」。

　
「
自
分
は
町
民
と
し
て
考
え
は

ま
だ
浅
い
で
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ

感
じ
る
魅
力
が
あ
る
は
ず
な
の

で
、
今
後
は
観
光
を
受
け
入
れ
る

姿
勢
、
広
め
よ
う
と
い
う
雰
囲
気

を
町
内
に
作
り
、
町
民
の
皆
さ
ま

方
と
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
よ
り

良
い
観
光
地
作
り
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」。

みんなのみんなの
　ひろば　ひろば

あさり
　ゆな ちゃん

わ くぱん キ ズッ
なかよし
　おやこきょうしつ

～ 子育て支援センター ～

なかむら
　りょう くん

まえだ
　はるま くん

　
「
お
や
じ
一
代
で
築
き
上
げ
て
き
た
こ
の

場
所
を
、
こ
れ
か
ら
も
守
り
続
け
て
い
き
た

い
」。
家
族
経
営
に
従
事
す
る
使
命
感
か
ら
、

父
の
仕
事
へ
の
姿
勢
を
少
し
で
も
吸
収
し
よ

う
と
毎
日
を
奮
闘
す
る
。

　
「
小
学
生
の
時
、
学
校
か
ら
帰
宅
し
て
も

両
親
は
毎
日
牛
舎
に
出
て
い
た
の
で
、
家
で

は
一
人
で
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
牛
に
親

を
と
ら
れ
て
い
る
気
持
ち
で
し
た
。
で
も
、

今
に
な
っ
て
両
親
が
当
時
、
手
を
離
せ
な

か
っ
た
理
由
が
わ
か
り
ま
し
た
」。

　
実
家
の
農
業
に
従
事
し
、約
4
年
が
経
過
。

中
で
も
、
手
作
業
で
あ
る
搾
乳
に
特
に
こ
だ

わ
り
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。「
搾

乳
は
気
を
使
う
の
で
大
変
な
の
で
す
が
、
そ

　
菊
地
正
幸
牧
場
従
事

　
　
　
菊き

く

ち地
　
正ま

さ
ひ
ろ洋

　
さ
ん
（
共
栄
）

搾乳の仕事が大好きなんです

フレッシュトークフレッシュトーク

れ
だ
け
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
す
。
乳
頭
を
通

じ
手
に
伝
わ
る
感
触
や
、
乳
量
、
そ
れ
に
質

感
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
か
ら
牛
の
体
調

が
段
々
と
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
の
が

面
白
い
で
す
し
、
牛
の
ち
ょ
っ
と
し
た
気
持

ち
の
変
化
を
読
み
取
れ
た
よ
う
な
気
持
ち
に

な
り
う
れ
し
い
」
と
笑
み
を
浮
か
べ
る
。

　

将
来
の
夢
に
つ
い
て
「
今
後
も
農
業
の

世
界
に
携
わ
り
続
け
た
い
。
そ
し
て

幸
せ
な
家
庭
を
築
き
、
平
穏
に
暮

ら
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」。

　
搾
乳
に
愛
を
注
ぐ
一
人
の

青
年
の
手
に
、
農
業
の
未
来

は
託
さ
れ
て
い
る
。

小さな美術館
　沢木小学校

織田愛菜さん（4 年）

加賀谷優莉さん（6年）↑「喰」

吉田都晴くん（6 年）

畑野真斗くん（6 年）↑「花のキャンドル」

※学年は３月現在

↑「秋」

↑「羽ばたけ鳥」
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　4月の行事予定4月の行事予定
８日火 着任式、始業式、入学式
９日水 新入生オリエンテーション、新入生歓迎会

10 日木 心電図検査（1 年）、Ｘ線検診、身体測定（全学年）
11 日金 基礎力診断テスト
15 日火 ケータイ安全教室
16 日水 各学年内科検診（～ 18 日金）
17 日木 進路ガイダンス（2 年）
18 日金 進路ガイダンス（3 年）Vol.205Vol.205

雄高 FILE
　校訓「風に立て」

◉新天地でご活躍を

　3月 24日㈪に離任式を迎えられた方々で
す。雄武高校に大きな足跡を残し、歴史を作っ
ていただいたことに感謝し、新天地でのご活
躍を祈念いたします。
・湯浅純人校長　芦別高等学校
・佐々木雄教諭　留萌高等学校
・斉川直人教諭　苫前商業高等学校
・浅野史絵教諭　雄武高等学校（正規採用）
・藤野屋まり子養護教諭
　　　　　　　　雄武高等学校（再任用）

◉ 20名に春が (3月 24日現在）

　3月 17日㈪の北海道雄武高等学校入学者
選抜の結果、20名の合格者が発表されまし
た。今年は全員が雄武中学校からの受検でし
た。4月 8日㈫ 13時 30 分から行われる入
学式で晴れて入学が許可されます。

◉進路に向けての行事着々と進む

　3月 17日㈪、会場を興部高校として、株
式会社ソーシャルデザインによる就職ガイダ
ンスが行われました。2年生にとっては自分
自身を知り、就職とは何かを考えるよい機会
となりました。
　3月18日㈫には先輩と語る会が行われ、在
校生に対し、それぞれの道に進む卒業生から熱
い思いを聞かせてもらいました。特に、厳しい
面接練習にくじけず、自分自身と向き合い成長
した体験は心を打つものがありました。国公立
大学（短大含む）４名をはじめ、素晴らしい進
路実績を上げた先輩に続いてほしいものです。

子育て
 支援センター
  だより

仲良し親子教室の入会申し込み受付中！
　春です！親子のふれあいとすてきな出会いを見つけに
春風にのって子育て支援センターへ遊びに来ませんか？
　仲良し親子教室には、親子の楽しい体験が待っていま
す。どうぞご利用ください。

子育て支援センター
（若草保育所内）
☎ 84 ‐ 4366

☆　期　間　４月中旬～ 27 年３月下旬
☆　対　象　０歳から就学前のお子さんと保護者
☆　内　容
　・リズム体操、手遊び、読み聞かせなど
　　　月曜日（２歳児以上）10 時～ 11 時
　　　水曜日（１歳児）　 　10 時～ 11 時
　　　金曜日（０歳児）　　 10 時 30 分～ 11 時
　・おしゃべりサロン　11 時～ 11 時 30 分
　　（親子教室終了後、子育て仲間のコミュ二ケ―ションとして自由な語らいの時間）
☆　開級式　入会申し込み受付後、案内文書をお渡しします（４月 21 日予定）
　　　　　入会希望者は、４月 17 日（木）までに申し込みください。

～　お　知　ら　せ　～

４月 22 日（火）助産師子育
て講話を行います。育児中
の親子はどなたでも参加で
きますので、この機会に『子
育ての力』になるお話を聞
いてみませんか？参加申し
込みは保健係か子育て支援
センターへお願いします。

※４月 10 日（木）は、乳児
健康相談を行いますので、
午前の利用はできません。

  国保病院情報（小児科と耳鼻咽喉科は、日程が急遽変更する場合があります）

内科（服部医師） 毎週月～水曜日の診療となりますが、29 日㈫は祝日
のため休診となります。

内科（高井医師） 毎週木～金曜日の診療となります。

外科・消化器科（花田医師） 不在の予定はありません。

整形外科（片岡医師） 不在の予定はありません。

小 児 科 毎週月曜日が 1 日、金曜日が午後のみ診療となります。

耳鼻咽喉科 3 日㈭、17 日㈭の 14 時から 17 時までの診療となり
ます。
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日 月 火 水 木 金 土
１ 2 3 4 5

☆一輪車教室
　10：00～

6 7 8 9 10 11 12

♡乳児健康相談
　（子育て支援センター）
　9：00～

☆一輪車教室
　10：00～

13 14 15 16 17 18 19

♡乳幼児健診
　12：30～

☆けん玉検定
　16：00～

☆入学・進級おめでとう会
　10：00～

☆卓球教室
　14：00～

20 21 22 23 24 25 26

☆休館日 ❀仲良し親子教室開級式
　10：00～

❀助産師子育て講話
　10：00～

❀仲良し親子教室
　10：00～

❀読み聞かせフムフムの会
　10：30～

❀仲良し親子教室
　10：30～

☆一輪車教室
　10：00～

☆けん玉検定
　14：00～

27 28 29 30 5/1 2 3

❀仲良し親子教室
　10：00～

❀仲良し親子教室
　10：00～

❀仲良し親子教室
　10：30～

4月4月

◎受付診療時間　8：30 ～ 12：00（受付 11：30 まで） 13：30 ～ 17：15（受付 16：15 まで） ※�羽田空港施設利用料金一区間170円が上記利用運賃に加算されます。

オホーツク紋別空港ダイヤ（4 月 1 日～ 30 日）

375 便　羽田発 10：40 ～紋別着 12：25

376 便　紋別発 13：05 ～羽田着 14：55

 ◎お得な運賃プラン（利用不可期間あり）

シニア空割
（満65歳以上、マイレージ会員のみ） 片道　12,000円～

旅割60
（60日前までのご予約・ご購入分） 片道　12,900円～

旅割45
（45日前までのご予約・ご購入分） 片道　13,000円～

旅割28
（28日前までのご予約・ご購入分） 片道　14,500円～



人　口 4,762 人（前月比 25 人減）
男 2,271 人（前月比 11 人減）
女 2,491 人（前月比 14 人減）

世帯数 2,258 戸（前月比 7 戸減）

♣
３
月
の
別
れ
の
季
節
か
ら
一
変
し
、
４
月
は
新

た
な
始
ま
り
の
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。
入
学
や
就

職
、
転
職
な
ど
新
た
な
気
持
ち
で
臨
ん
で
い
る
人

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
14
ペ
ー
ジ
に

町
職
員
の
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
本
年

度
も
広
報
お
う
む
を
担
当
い
た
し
ま
す
。
今
後
も

身
近
な
情
報
を
分
か
り
や
す
く
発
信
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
町
か
ら
の
情
報
発
信
媒
体
と
し
て
は
、

広
報
紙
の
ほ
か
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
お

り
ま
す
が
、
４
月
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
っ
て

い
ま
す
。
町
か
ら
の
情
報
を
よ
り
詳
し
く
、
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。　　
　
　
　
　
（
櫨
山
）

♠
本
年
度
も
広
報
お
う
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な
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し
た
。
町
民
の
皆
さ
ま
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何
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迷
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も
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が
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し
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す
。

　

さ
て
、
4
月
に
入
り
、
町
内
も
少
し
ず
つ
暖
か

く
な
り
、
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
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す
。
冬
を
越
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、
春
は
桜
の
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☆こんにちは赤ちゃん（出生）
　仲野　雄

おうすけ

亮（寿浩・睦／男／末広町１区）

　松原ひなた（英司・恵美子／女／末広町 1 区）

◉お悔やみ申し上げます（死亡）
　　角平　道子　66 歳（新日の出町）
　渡辺　キク　86 歳（魚田）
　
※ 出生は出生日を含めて 14 日以内、死亡は死亡を知った日から
　7 日以内に届出をしてください。

　☞ 自動車運転免許更新時講習
   ４月 24 日㈭　雄武町民センター
   優良運転者講習　12：30 ～ 13：00
   一般運転者講習　13：20 ～ 14：20
    ※事前に更新手続きが必要となります

　☞ 人口と世帯数（3 月 31 日現在）※住民基本台帳人口

　☞ 戸籍の窓口（3 月 1 日～ 3 月 31 日届出分）※敬称略

　☞ 役所への苦情、意見、相談　☎ 84-3402

　行政相談所  ４月８日㈫　13：30 ～ 15：30
   役場 1 階　町民ホール
　行政相談委員　近江谷　春夫（末広町 2 区）

　☞ 社会保険出張相談（事前予約制）0157-33-6007

　　４月 24 日㈭　９：00 ～ 15：00４月 24 日㈭　９：00 ～ 15：00
　会場　紋別市民会館　会場　紋別市民会館
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民
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し
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は
、
オ
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ー
ツ
ク
の
き
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し
い
自
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を
生
か
し
、
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人
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労
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し
な
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ら
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郷
土
愛
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み
ち
た
町
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く
り
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と
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と
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の
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あ
わ
せ
の
た
め
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す
こ
や
か
に
、
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か
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、

ま
め
や
か
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励
ま
し
合
い
、
希
望
と
自
信
を
も
っ
て
、
生
き
が
い
あ
る

生
活
に
つ
と
め
、
た
し
か
な
未
来
に
つ
な
が
る
信
条
を
か
か
げ
て
、
朝
夕
守

り
と
お
す
こ
と
を
誓
い
合
い
ま
す
。

　

一
、
自
然
を
生
か
し
、
住
み
よ
い
環
境
を
つ
く
り
ま
す
。

　

一
、
き
ま
り
を
守
り
、
明
る
い
社
会
を
つ
く
り
ま
す
。

　

一
、
と
も
に
助
け
合
い
、
楽
し
い
職
場
を
つ
く
り
ま
す
。

　

一
、
元
気
に
働
き
、
豊
か
な
家
庭
を
つ
く
り
ま
す
。

　

一
、
希
望
に
生
き
、
た
く
ま
し
い
雄
武
町
民
と
な
り
ま
す
。

昭
和
四
十
六
年
三
月
十
九
日
制
定

雄
武
町
民
憲
章
（
町
民
の
誓
い
）

　☞ 名寄労働基準監督署紋別分室（労働条件に関する相談、労災加入等の手続）

  ４月 21 日㈪ 　13：00 ～ 17：15
  会場　紋別市港湾合同庁舎内
　　　  紋別市新港町 2 丁目 28 ー 2


